
新とちぎ未来新とちぎ未来創創
そうそう

造造
ぞうぞう

プランプラン

と
ち
ぎ
の
め
ざ
す
未
来
の
す
が
た

　時
じ

代
だい

の大きな変
へん

化
か

の中でも、豊
ゆた

かで安
あん

心
しん

して暮
く

らせるとちぎをつくり、次の世
せ

代
だい

へ引き継
つ

ぐため
に、今のとちぎを見つめ、強

つよ

みを生かしながら、県民が希
き

望
ぼう

と誇
ほこ

りを持てる未来をイメージして、めざ
すすがたを定めました。

とちぎの将
しょうらいぞう

来像

各
かく

分
ぶん

野
や

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な将
しょうらいぞう

来像

こどもたちが自分のめざす未来を描
えが
ける

結
けっ
婚
こん
や妊
にん
娠
しん
・出
しゅっさん
産、子育ての希

き
望
ぼう
をかなえられる

女性・若
わか
者
もの
が活

かつ
躍
やく
し、誰

だれ
もが力を発

はっ
揮
き
できる　

ものづくり・観
かん
光
こう
・農
のうりんぎょう
林業など多

た
様
よう
な産
さんぎょう
業が成

せいちょう
長する

誰
だれ
もがいきいきと働

はたら
ける環

かんきょう
境がある

地
ち
域
いき
でお金を稼

かせ
ぎ、豊

ゆた
かな生活を送ることができる

住み慣
な
れた地

ち
域
いき
で医
いりょう　ふくし
療・福祉などのサービスを受けられ、健

けん
康
こう
的
てき
な生
せいかつしゅうかん
活習慣がある

こどもや高
こうれいしゃ
齢者、障

しょうがいしゃ
害者、外国人など世

せ
代
だい
や背
はい
景
けい
を問

と
わず、誰

だれ
もが安

あん
心
しん
して暮

く
らし、

活
かつ
躍
やく
できる

多くの人が栃
とち
木
ぎ
県
けん
の魅
みりょく
力を知り、訪

おとず
れたい、住みたいと思っている

カーボンニュートラル実
じつ
現
げん
に取り組み、自然を大切にしている

デジタルの力による便
べん
利
り
な暮

く
らしがある

災
さい
害
がい
に強い地

ち
域
いき
、県
けん
土
ど
がある

地
ち
域
いき
全体で犯

はん
罪
ざい
や交
こう
通
つう
事
じ
故
こ
から身を守る取組が進んでいる

「共に創る　人も地域も輝く“元気なとちぎ”」「共に創る　人も地域も輝く“元気なとちぎ”」「共に創る　人も地域も輝く“元気なとちぎ”」
つくつくつく ちちち いきいきいき かがやかがやかがや

の未未来来 すがたすがた
とちぎとちぎ めざすめざすの

未来を担う人材が育ち、女性や若者が輝く「とちぎ」
にな

さんぎょう ふ か

けんこう

あん

ほこ み りょく み きょうせい

ぜん あんしん

く き ぼう

か ち ゆた

じん ざい わかもの かがや

様々な産業が高い付加価値を生み出し、豊かさにつながる「とちぎ」

県民一人ひとりが健康に暮らし、希望を持てる「とちぎ」

すべての県民が安全・安心に生活できる「とちぎ」

未来に誇れる魅力に満ち、自然と共生する「とちぎ」

どんな
未来？

どんな
未来？

どんな
未来？

どんな
未来？

どんな
未来？

7

音声コード  Uni-Voice



と
ち
ぎ
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

　各
かく

分
ぶん

野
や

の将
しょうらいぞう

来像を実
じつ

現
げん

するために、５つの
重
じゅうてんせんりゃく

点戦略を定め、それぞれに３つずつのプロ
ジェクトを設

せっ

定
てい

しています。

大きな目標を小さなステップに
分けるとやるべきことが
わかりやすいね。

もくひょう

未来を担う人材が育ち、女性や若者が輝く「とちぎ」
にな じん ざい わかもの かがや

様々な産業が高い付加価値を生み出し、豊かさにつながる「とちぎ」
さんぎょう ふ か か ち ゆた

　結
けっ

婚
こん

、妊
にん

娠
しん

・出
しゅっさん

産の希
き

望
ぼう

をかなえ、喜
よろこ

びのある子育てを
支
し

援
えん

し、社会全体でこどもたちを育てる環
かんきょう

境をつくります。 

重点戦略1  人づくり戦略
じゅうてんせんりゃく せんりゃく

じつ げん

こどもぎゅーっとちぎ実現プロジェクト

　最
さいしんぎじゅつ

新技術の活用や企
きぎょう

業の呼
よ

び込
こ

み、人
じん

材
ざい

の
育
いく

成
せい

により、本
ほんけんさんぎょう

県産業を活
かっ

性
せい

化
か

します。

重点戦略2  産業成長戦略

未来を築く産業創出・成長プロジェクト
きず さんぎょうそうしゅつ せいちょう

じゅうてんせんりゃく さんぎょうせいちょうせんりゃく

　働
はたら

きやすさと働
はたら

きがいを高め、性別や年
ねん

齢
れい

による
思い込みや格

かく

差
さ

をなくし、若
わか

者
もの

を応
おう

援
えん

して、女性や
若
わか

者
もの

に選
えら

ばれる地
ち

域
いき

をつくります。

女性・若者活躍応援プロジェクト 
わかもの かつやく おうえん

　多
た

様
よう

な人
じん

材
ざい

が活
かつ

躍
やく

できる環
かんきょう

境を整
ととの

え、新しい
技
ぎじゅつ

術で農
のうぎょう

業と林
りんぎょう

業を進
しん

化
か

させ、生
せい

産
さん

者
しゃ

の稼
かせ

ぐ力
を高めて、農

のうりんぎょう

林業の持
じ

続
ぞく

的
てき

な成
せい

長
ちょう

を目指します。

元気に輝く農林業実現プロジェクト
かがや のうりんぎょうじつげん

　こどもたちがそれぞれの豊
ゆた

かな可
か

能
のう

性
せい

を伸
の

ばし、幸せや生きがいを感じ、
多
た

様
よう

な人 と々協
きょうりょく

力しながら未来を描
えが

く力を育
はぐく

む教育を充
じゅう

実
じつ

します。

未来を拓く人材育成プロジェクト 
ひら じんざい いくせい

　歴
れき

史
し

や自然の魅
みりょく

力を生かした観
かん

光
こう

地
ち

をつくり、多くの観
かんこうきゃく

光客を呼
よ

び込
こ

み、企
きぎょう

業の
海
かい

外
がい

展
てん

開
かい

や県
けん

産
さん

品
ひん

の輸
ゆしゅつ

出を支
し

援
えん

して地
ち

域
いき

を活
かっ

性
せい

化
か

します。

とちぎの魅力を生かした観光立県・国際戦略プロジェクト
み かんこう りっ けん こくさいせんりゃくりょく

 ◆ こんな取組を進めています ◆ 

・デジタル学
がくしゅうきばん

習基盤を活用した授
じゅぎょう

業

 ◆ こんな取組を進めています ◆ 

・スタートアップ企
きぎょう

業※の支
し

援
えん

・いちご王国・栃
とち

木
ぎ

のPR 　

※スタートアップ企
きぎょう

業：
　�新しいアイデアや技

ぎじゅつ

術で、社会を便
べん

利
り

にする
サービスや商

しょうひん

品を生み出す会社

つつくくるためにるために
とちぎとちぎ 未未来来の を
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新とちぎ未来新とちぎ未来創創
そうそう

造造
ぞうぞう

プランプラン

と
ち
ぎ
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

県民一人ひとりが健康に暮らし、希望を持てる「とちぎ」
けん こう く き ぼう

すべての県民が安全・安心に生活できる「とちぎ」
あん ぜん あん しん

　県民一人ひとりの健
けん

康
こう

づくりを広げ、病気の予
よ

防
ぼう

や
早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

により、健
けんこうじゅみょう

康寿命を延
のば

ばします。

重点戦略3  健康・共生戦略

健康長寿いきいきプロジェクト
けんこうちょうじゅ

じゅうてんせんりゃく けんこう きょうせいせんりゃく

　防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

を強
きょうか

化し、県民の防
ぼう

災
さい

意
い

識
しき

を高め、災
さい

害
がい

に強い地
ち

域
いき

と体
たい

制
せい

をつくります。

重点戦略4  安全・安心戦略

危機管理・災害対応力強化プロジェクト
き き かん り さいがいたいおうりょくきょうか

じゅうてんせんりゃく あんぜん あんしんせんりゃく

　地
ち

域
いき

における医
いりょう　かいご

療・介護をはじめとした体
たい

制
せい

の充
じゅうじつ

実
により、県民が安

あん

心
しん

して暮
く

らせる地
ち

域
いき

を実
じつ

現
げん

します。

地域を支える医療・介護推進プロジェクト 
ち いき ささ い かい ご すい しんりょう

　道路や橋
はし

など生活に必
ひつ

要
よう

な施
し

設
せつ

を整え、防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

を進め、命や暮
く

らしを守ります。

いのちと暮らしを守る県土づくりプロジェクト 
く けん ど

　年
ねん

齢
れい

や障
しょうがい

害、国
こく

籍
せき

、性
せい

別
べつ

に関
かん

係
けい

なく、共
とも

に支
ささ

え合
い、安

あん

心
しん

して暮
く

らし、活
かつ

躍
やく

できる社会をつくります。

共に支え、共に生きる社会実現プロジェクト
とも とも じつ げんささ

　一人ひとりが犯
はん

罪
ざい

や交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

、消
しょうひしゃ

費者ト
ラブルから身を守る意

い

識
しき

を高め、行動する
とともに、地

ち

域
いき

で支
さ

え合い、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

し
て、おだやかに暮

く

らせる社会をつくります。

みんなで創る安全・安心プロジェクト
つく あんぜん あんしん

   ◆ こんな取組を進めています ◆    

・気
き

軽
がる

に運動ができる様々な機
き

会
かい

づくり
・日本人と外国人の相

そう

互
ご

理
り

解
かい

の促
そく

進
しん

   ◆ こんな取組を進めています ◆    

・�自ら考え行動する力を育
はぐく

む防
ぼうさいきょういく

災教育の
充
じゅうじつ

実

栃
とち
木
ぎ
県
けん
子ども総

そう
合
ごう
科
か
学
がく
館
かん

とちぎ若
わか
者
もの
会
かい
議
ぎ

災
さい
害
がい
時
じ
に派

は
遣
けん
するトイレカー
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と
ち
ぎ
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

未来に誇れる魅力に満ち、自然と共生する「とちぎ」
ほこ み み きょうせいりょく

　地
ち

域
いき

の文
ぶん

化
か

・スポーツを活かすこと、大
だい

規
き

模
ぼ

イベン
トを招

まね

くことなどで、人のつながりを広げ、地
ち

域
いき

を活
かっ

性
せい

化
か

し、とちぎへの愛
あいちゃく

着と誇
ほこ

りを育
はぐく

み、“訪
おとず

れたい・住み
たい・住み続けたいとちぎ”をつくります。

重点戦略5  地域・環境戦略

ふるさとの魅力創造プロジェクト
み そう ぞうりょく

じゅうてんせんりゃく ち いき かんきょうせんりゃく

　地
ち

域
いき

ごとの拠
きょ

点
てん

づくりと公
こうきょうこうつう

共交通の充
じゅうじつ

実により、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい、にぎわいのあるまちをつくります。

スマートで暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト 
く

　カーボンニュートラルを目指し、ごみを減
へ

らし、資
し

源
げん

を大切に使う社会をつくり、そして豊
ゆた

かな自然を守り
育て、次の世

せ

代
だい

へと引き継
つ

ぎます。

次世代につなぐ環境立県プロジェクト
じ せ だい かん りっけんきょう

       ◆ こんな取組を進めています ◆        

・�無
む じ ん じ ど う う ん て ん い ど う

人自動運転移動サービス導
どうにゅう

入に向けた支
し

援
えん

・�希
きしょうどうしょくぶつしゅ

少動植物種をはじめとする生
せい

態
たい

系
けい

の保
ほ

全
ぜん

とちぎとちぎ つつくくるためにるために未未来来の を

2030年の栃木県  2030年の自分
どんなすがたになっていたらうれしいかな？

その未来をかなえるためにどんなことができるか考えてみよう！

スタート地点 目的地 行き方

とち ぎ けん

ち てん もく てき ち

地
ち
域
いき
と連
れん
携
けい
した見

み
守
まも
り活
かつ
動
どう

ツリークライミング体
たい
験
けん
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栃木県
とち ぎ けん

共に創る 人も地域も輝く“元気なとちぎ”共に創る 人も地域も輝く“元気なとちぎ”
ともとも つくつく ちち いきいき かがやかがや

2026 2030

そ うそ う ぞ うぞ う
新
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